
部品ご注文の際は、ネームプレートをお確かめの上、
部品供給型式を必ずご連絡下さい。

“必読”機械の使用前には必ず読んでください。

ジャイロレーキ
取　扱　説　明　書

製品コード K46300 K46301 K46302 K46303
型　式 MGR2230 MGR2230-0S MGR2230-3S MGR2230-4S

製品コード K46304 K46305 K46306 K40307
型　式 MGR2640 MGR2640-0S MGR2640-3S MGR2640-4S



■仕 様

型　式
規格
mm

機体寸法 mm 重量
kg

アーム
（タイン数）

ロータ径
ｍｍ

作業幅ｍｍ 作業速度 km/時 作業能力ａ/時
タイヤ
サイズ

適応
トラクター

kW（PS）
テッデ
ィング

レー
キング

テッデ
ィング

レー
キング

テッデ
ィング

レー
キング全長 全幅 全高

MGR2230

2200

1950

2200
（1700）

950 130

4
（8/ロータ）

1700 1500 2200

5～8 4～8

55～85 70～130

13×5.00-
6-4PR

11～ 26
（15 ～ 35）

MGR2230-4S
2050 1000 150

MGR2230-3S

MGR2230-0S 1950 950 130

MGR2640

2600

2200
2600

（1350） 1050

160

6
（12/ロータ）

2000 1750 2600 65～100 80～155 13 ～ 29.5
（18 ～ 40）

MGR2640-4S
2300 180

MGR2640-3S

MGR2640-0S 2200 160

※ 機体寸法の（　）は移動時寸法です。

※ 作業速度は収量によって調整が必要となる場合があります。
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 安全に作業するために

安全に関する警告について

印付きの警告マークは安全上、特に重要な項目を示しています。
警告を守り、安全な作業を行ってください。

 危 険 その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことに
なるものを示します。

 警 告 その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性
があるものを示します。

 注 意 その警告文に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあるもの
を示します。

警告ラベルの貼り付け位置

ＭＧＲ２２３０

参照してください。）

亡または重傷を負わせる危険がありま

てください。
公道走行する際は，必ず移動形態にし

【守らないと】
作業機が周囲の人や障害物と接触し死

す。（移動形態の詳細は取扱説明書を

警　告

部品番号　151182

警告 運転中又は回転中、タ
インにより石などが飛
散し、ケガをする事が
あります。 
周囲に人を近づけない
で下さい。

部品番号　106474

危険 運転中又は回転中、ロ
ータに接触すると巻き
込まれ、ケガをする事
があります。 
周囲に人を近づけない
で下さい。

部品番号　106483

意注
１．作業に適した、だぶつきのない服装で行って下さい。
２．酒を飲んだとき1過労ぎみ、病気や妊娠しているときは、作業をしない
　で下さい。子供には運転させないで下さい。
３．本機を運転するときは、周囲の安全を確認して下さい。
４．運転前には、必ず点検や調整をして下さい。
５．点検や調整をするときは、必ずＰＴＯなどの動力遮断や動力停止（エン
　ジン、電源など）をしてから行って下さい。
６．点検・調整で取り外したカバー類は、必ず元通りに取付けて下さい。
７．他人に本機を貸すときは、必ず「取扱説明書」をよく読んでから作業す
　るようすすめて下さい。
８．公道走行する場合は、関連法令を順守してください。

　本機を運転するときには，必ず取扱説明書をよく
お読み下さい。

部品番号　106164

－ ラベルが損傷したときは －
警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。

ラベルが損傷したときは、すみやかに貼り替えてください。

注文の際には、この図に示す　部品番号　をお知らせください。
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ＭＧＲ２６４０

参照してください。）

亡または重傷を負わせる危険がありま

てください。
公道走行する際は，必ず移動形態にし

【守らないと】
作業機が周囲の人や障害物と接触し死

す。（移動形態の詳細は取扱説明書を

警　告

部品番号　151182

警告 運転中又は回転中、タ
インにより石などが飛
散し、ケガをする事が
あります。 
周囲に人を近づけない
で下さい。

部品番号　106474

危険 運転中又は回転中、ロ
ータに接触すると巻き
込まれ、ケガをする事
があります。 
周囲に人を近づけない
で下さい。

部品番号　106483

意注
１．作業に適した、だぶつきのない服装で行って下さい。
２．酒を飲んだとき1過労ぎみ、病気や妊娠しているときは、作業をしない
　で下さい。子供には運転させないで下さい。
３．本機を運転するときは、周囲の安全を確認して下さい。
４．運転前には、必ず点検や調整をして下さい。
５．点検や調整をするときは、必ずＰＴＯなどの動力遮断や動力停止（エン
　ジン、電源など）をしてから行って下さい。
６．点検・調整で取り外したカバー類は、必ず元通りに取付けて下さい。
７．他人に本機を貸すときは、必ず「取扱説明書」をよく読んでから作業す
　るようすすめて下さい。
８．公道走行する場合は、関連法令を順守してください。

　本機を運転するときには，必ず取扱説明書をよく
お読み下さい。

部品番号　106164

部品番号　151141

タインアーム・ウィンドローケージ
取扱い時、鋭利な先端部で負傷
の恐れがあります。顔や目に近づ
けないよう十分注意してください。

突き刺さり注意
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安全操作上の注意点

ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡

を含む傷害を生じる恐れがあります。

作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書を

よくお読みになり、十分に理解をしてからご使用く

ださい。

作　業　前　に

取扱説明書は製品に近接して保存を

 注意
●	機械の取り扱いで分からない事があったと

き、取扱説明書を製品に近接して保存してい

ないため、自分の判断だけで対処すると思わ

ぬ事故を起こし、ケガをする事があります。

	 取扱説明書は分からない事があったときにす

ぐに取り出せるよう、製品に近接して保存し

てください。

取扱説明書をよく読んで作業を

 注意
●	取扱説明書に記載されている安全上の注意

事項や取扱要領の不十分な理解のまま作業

すると、思わぬ事故を起こす事があります。

	 作業を始めるときは、製品に貼付している警

告ラベル、取扱説明書に記載されている安全

上の注意事項、取扱要領を十分に理解して

から行ってください。

こんなときは運転しないでください

 警告
●	体調が悪いとき、機械操作に不慣れな場合な

どに運転すると、思わぬ事故を起こす事があ

ります。

	 次の場合は、運転しないでください。

□	過労、病気、薬物の影響、その他の理由

により作業に集中できないとき。

□	酒を飲んだとき。

□	機械操作が未熟な人。

□	妊娠しているとき。

服装は作業に適していますか

 警告
●	作業に適さない服装で機械を操作すると、衣

服の一部が機械に巻き込まれ、死亡を含む傷

害をまねく事があります。

	 次に示す服装で作業してください。

□	袖や裾は、だぶつきのないものを着用する。

□	ズボンや上着は、だぶつきのないものを着用する。

□	ヘルメットを着用する。

□	はちまき、首巻きタオル、腰タオルなどはしない。

機械を他人に貸すときは

 警告
●	機械を他人に貸すとき、取扱説明書に記載さ

れている安全上の注意事項や取扱要領が分か

らないため、思わぬ事故を起こす事があります。

	 取扱い方法をよく説明し、取扱説明書を渡して

使用前にはよく読むように指導してください。

機械の改造禁止

 注意
●	機械の改造や、当社指定以外のアタッチメン

ト・部品などを取り付けて運転すると、機械

の破損や傷害事故をまねく事があります。

	 機械の改造はしないでください。

	 アタッチメントは当社指定製品を使用してく

ださい。部品交換するときは、当社が指定す

るものを使用してください。

始業点検の励行

 警告
●	機械を使用するときは、取扱説明書に基づき

始業点検を行い、異常箇所は必ず整備を行っ

てください。

	 　守らないと、機械の破損を引き起こすだけ

でなく、機械に巻き込まれる等の思わぬ事故に

より、死亡または重傷を負う危険性があります。

エンジン始動・発進するときは

 警告
●	エンジンを始動するとき、トラクタの横やス

テップに立ったまま行うと、緊急事態への対

処ができず、運転者はもちろん周囲にいる人

がケガをする事があります。運転席に座り、

周囲の安全を確認してから行ってください。
●	エンジンを始動するとき、主変速レバーを

「Ｎ」(中立 )にして行わないと、変速機が接

続状態になっているため、トラクタが暴走し

思わぬ事故を起こす事があります。

	 主変速レバーを「Ｎ」(中立 )にして行って

ください。
●	ＰＴＯを切らないでエンジンを始動すると、

急に作業機が駆動され、周囲にいる人がケガ

をする事があります。

	 ＰＴＯを切ってから始動してください。
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●	急発進するとトラクタ前輪が浮き上がる事があ

り、運転者が振り落とされたり、周囲の人を巻

き込んだり、思わぬ事故を起こす事があります。

	 周囲の安全を確認し、ゆっくりと発進してく

ださい。
●	室内で始動するとき、排気ガスにより中毒に

なる事があります。

	 窓、戸などを開け、十分に換気してください。

作業機を着脱するときは

	警告
●	作業機を着脱するためにトラクタを移動させ

るとき、トラクタと作業機の間に人がいると、

挟まれてケガをする事があります。トラクタ

と作業機の間に人を近づけないでください。

	注意
●	作業機をトラクタに着脱するとき、傾斜地や

凹凸地または軟弱地などで行うと、トラクタ

が不意に動き出し、思わぬ事故を起こす事が

あります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	装着するトラクタによっては、前輪荷重が軽

くなり、操縦が不安定となって、思わぬ事故

をまねく事があります。トラクタへフロント

ウエイトを取り付け、バランスを取ってくだ

さい。

パワージョイントを使用するときは

	危険
●	カバーのないパワージョイントを使用する

と、巻き込まれてケガをする事があります。

カバーのないパワージョイントは、使用しな

いでください。
●	カバーが損傷したまま使用すると、巻き込ま

れてケガをする事があります。

	 損傷したらすぐに取り替えてください

	 使用前には、損傷がないか点検してください。
●	トラクタおよび作業機に着脱するとき、第三

者の不注意により、不意にパワージョイント

が回転し、ケガをする事があります。

	 ＰＴＯを切り、トラクタのエンジンをとめて

行ってください。
●	カバーのチェーンを取り付けないで使用する

と、カバーが回転し、巻き込まれてケガをす

る事があります。

	トラクタ側と作業機側のチェーンを回転しな

い所に連結してください。

	注意
●	最伸時の重なりが１００㎜を下回ると、ジョ

イントを回転させたとき、破損しケガをする

事があります。

	 最縮時の隙間が２５㎜よりも小さくなると、

ジョイントの突き上げが起きることがあり、

ジョイントの破損をまねき、ケガをする事が

あります。

	 適正な重なり量で使用してください。
●	パワージョイントを接続したとき、ＰＴＯ側

のクランプピンが溝に納まっていなかった

り、ＰＩＣ側のピンの抜け止めがヨークの溝

に納まっていないと、使用中に外れ、ケガを

する事があります。

	 ピン及び抜け止めが溝に納まっているか、接

続部を押し引きして確認してください。

公道走行するときは

	危険
●	公道走行するときは公道走行関連法令を守

り、周囲の安全確認を必ず行ってください。

	 また、トラクタおよび作業機の周囲に人を近

づけさせないでください。

	 　守らないと周囲の人を巻き込み、死亡また

は重傷を負わせることになります。
● 公道走行するときはＰＴＯを入れないでください。

	 　守らないと周囲の人を巻き込み、死亡また

は重傷を負わせることになります。
●	公道走行するときは運行速度15㎞／ h以下

で走行してください。

	 但し、日本農業機械工業会ホームページにて

車両（トラクタ）と作業機の組み合わせの安

定性が確認されている場合は、運行速度 35

㎞／ h以下での運行が可能になります。

	 その場合は制限車両ラベルと運行制限ラベル

をはがしてください。

 ※一般社団法人日本農業機械工業会

	 　http://www.jfmma.or.jp/koudo.html

●	カバー等の部品のロック、固定は確実に行っ

てください。

	 　守らないと走行中にカバー等の部品が脱落

し、周囲の人に危害を加えるおそれがあります。
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	警告
●	公道走行するときは、必ず移動形態にしてく

ださい。

	 詳細は「３	作業の仕方」の「５	運搬」を参

照してください。
●	公道走行するときは作業機がトラクタにしっか

りと装着されていることを確認してください。

	 　守らないと走行中に作業機が外れ、周囲の

人に当たり、死亡または重傷を負う危険性が

あります。
●	公道走行するときは作業機に工具、部品など

を積載した状態で走行しないでください。

	 　守らないと走行中に積載物が落下し、死亡

または重傷を負う危険性があります。
●	作業機のカバーが固定されているか確認して

ください。

	 　守らないと走行中にカバーが外れ、周囲の

人に当たり、死亡または重傷を負う危険性が

あります。
●	公道走行する前に灯火器、反射器の点検・

清掃を行ってください。

	 灯火器が点灯しない場合には部品を交換して

ください。

	 また、夜間走行時は作業機の尾灯を点灯させ

てください。

	 　守らないと、後続車に追突されるなど思わ

ぬ事故に巻き込まれ、死亡または重傷を負う

危険性があります。

	注意
●	作業機の重みによりトラクタの制動距離が延

びる可能性があります。

 早めにブレーキをかけるようご注意ください。
●	作業機に付着していた牧草、土などが道路上

に危険な状態で放置されると法令違反となり

ます。

	 公道走行する前に清掃を行い、付着物を除

去してください。

移動走行するときは

	危険
●	移動走行するとき、トラクタのブレーキペダ

ルが左右連結されていないと、片ブレーキに

なり、トラクタが左右に振られ横転などが起

こり、思わぬ事故をまねく事があります。

	 ほ場での特殊作業以外は、ブレーキペダルは

左右連結して使用してください。

	警告
●	トラクタに運転者以外の人を乗せると、トラ

クタから転落したり、運転操作の妨げになっ

て、緊急事態への対処ができず、同乗者はも

ちろん、周囲の人および運転者自身がケガを

する事があります。

	トラクタには、運転者以外の人は乗せないで

ください。
●	急制動・急旋回を行うと、運転者が振り落と

されたり、周囲の人を巻き込んだり、思わぬ

事故を起こす事があります。

	 急制動・急旋回はしないでください。
●	坂道・凹凸地・カーブで速度を出しすぎると、

転倒あるいは転落事故を起こす事があります。

	 低速走行してください。
●	旋回するとき、作業機が旋回方向とは逆方向

にふくれるため、周囲の人に接触しケガをさ

せたり、対向物・障害物に衝突しケガをする

事があります。

	 周囲の人や対向物・障害物との間に十分な間

隔を保って行ってください。
●	側面が傾斜していたり、側溝がある通路で路肩

を走行すると転落事故を起こす事があります。

	 路肩は走行しないでください。
●	高低差が大きい段差を乗り越えようとする

と、トラクタが転倒あるいは横転し、ケガを

する事があります。

	 あゆみ板を使用してください。
●	作業機の上に人を乗せると、転落し、ケガを

する事があります。

	 また、物を載せて走行すると、落下し、周囲

の人へケガを負わせる事があります。

	 作業機の上には、人や物をのせないでください。

	注意
●	作業機への動力を切らないで走行すると、周

囲の人を回転物に巻き込み、ケガを負わせる

事があります。

	 移動走行するときは、ＰＴＯを切ってくださ

い。
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作　業　中　は

作業するときは

 危険
●	運転中または回転中、ロータに接触すると巻

き込まれ、ケガをする事があります。

	 周囲に人を近づけないでください。

 警告
●	運転中または回転中、タインにより石などが

飛散し、ケガをする事があります。

	 周囲に人を近づけないでください。
●	作業をするとき、周囲に人を近づけると、機

械に巻き込まれ、ケガをする事があります。

	 周囲に人を近づけないでください。
●	作業機指定のＰＴＯの回転速度を超えて作業

すると、機械の破損により、ケガをする事が

あります。

	 指定回転速度を守ってください。
●	作業機の上に人を乗せると、転落し、ケガを

する事があります。

	 また、物を載せて作業すると、落下し、周囲

の人へケガを負わせる事があります。

	 作業機の上には、人や物などはのせないでく

ださい。
●	傾斜地で速度を出しすぎると、暴走事故をま

ねく事があります。

	 低速で作業してください。

	 下り作業をするとき、坂の途中で変速すると、

暴走する原因となります。

	 坂の前で低速に変速して、ゆっくりとおりて

ください。
●	わき見運転をすると、周囲の障害物の回避や、

周囲の人への危険回避などができず、思わぬ

事故を起こす事があります。

	 前方や周囲へ、十分に注意を払いながら運転

してください。
●	手放し運転をすると、思わぬ方向へ暴走し、

事故を起こす事があります。

	 しっかりとハンドルを握って運転してくださ

い。

 注意
●	機械の調整や、付着物の除去などを行うとき、

ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業する

と、第三者の不注意により、不意に作業機が

駆動され、思わぬ事故を起こす事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可

動部がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。
●	ＰＴＯ及びエンジンをとめずにウィンドロー

ガード・車輪高さ及び切替えレバーの調整を

行うと、第三者の不注意により不意にロータ

が回り、ロータに巻き込まれ、ケガをするこ

とがあります。

	 ＰＴＯおよびエンジンを切ってから行ってく

ださい。
●	タインアーム差し替え時、及びウインドロー

ガード切り替え時、第三者の不注意により不

意にロータが回り、ロータに巻き込まれてケ

ガをすることがあります。

	 ＰＴＯ及びエンジンを切ってから行ってくだ

さい。してください。

トラクタから離れるときは

 警告
●	トラクタから離れるとき、傾斜地や凹凸地な

どに駐車すると、トラクタが暴走して思わぬ

事故を起こす事があります。

	 平坦で安定した場所に駐車し、トラクタのエ

ンジンをとめ、駐車ブレーキをかけて暴走を

防いでください。
●	トラクタから離れるとき、作業機をあげたま

まにしておくと、第三者の不注意により不意

に降下し、ケガをする事があります。

	 下限まで降ろしてからトラクタを離れてくだ

さい。
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作業が終わったら

機体を清掃するときは

 注意
●	動力を切らずに、回転部・可動部の付着物の

除去作業などを行うと、機械に巻き込まれて

ケガをする事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可

動部がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。

終業点検の励行

 注意
●	作業後の点検を怠ると、機械の調整不良や破

損などが放置され、次の作業時にトラブルを

起こしたりケガをする事があります。

	 作業が終わったら、取扱説明書に基づき点検

を行ってください。
●	３点リンクで作業機を持ち上げて点検・調整

を行うとき、第三者の不注意により、不意に

降下し、ケガをする事があります。

	トラクタ３点リンクの油圧回路をロックして

行ってください。

不調処置・点検・整備をするとき

 警告
●	配線に損傷があると、発煙・発火につながる

おそれがあります。損傷がある場合には作業

を中止し、部品交換を行ってください。

 注意
●	機械に不調が生じたとき、そのまま放置する

と、破損やケガをする事があります。

	 取扱説明書に基づき行ってください。
●	傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと、

トラクタや作業機が不意に動き出して、思わ

ぬ事故を起こす事があります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	３点リンクで作業機を持ち上げて点検・調整

を行うとき、第三者の不注意により、不意に

降下し、ケガをする事があります。

	トラクタロワーリンクの油圧回路をロックし

て行ってください。
●	ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業する

と、第三者の不注意により、不意に作業機が

駆動され、思わぬ事故を起こす事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可

動部がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。
●	作業機をあげた状態のまま下にもぐったり、

足を入れたりすると、不意に降下し、ケガを

する事があります。

	 下に入るときは、台などで降下防止をして

行ってください。
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１　トラクタへの装着

適切な装着で安全な作業をしましょう。

１　各部の名称とはたらき

車輪

タイン

アームサポート

ロータ

切替レバー

ロックピン３Ｐフレーム

スタンド

タインアーム

ウィンドローガード

ウィンドローガード
タインアーム

スタンド

３Ｐフレーム

ロックピン

切替レバー

ロッド

タイン
車輪

リヤランプバックランプ

リヤランプ

バックランプ

〇 ＭＧＲ２２３０

〇 ＭＧＲ２６４０

オートヒッチ

ラベル

パワージョイント；QWM-50



- 11 -

１. パワージョイント；ＳＳＣ－６０（標準タイプ）

 　　　　　　　　　ＳＳＣ－７０（３Ｓタイプ）

	 トラクタからジャイロレーキに動力を伝えます。

３ＳタイプはＳＳＣ－７０を使用してください。

２.パワージョイント；ＱＷＭ－５０

	 ４Ｓタイプで使用し、ジャイロレーキをオート

ヒッチで装着したとき、自動的にトラクタの動

力をジャイロレーキに伝えます。

３.オートヒッチ

注：３Ｐ・４Ｐ等、以下の説明に用いる「Ｐ」と

は Point（点）の略でそれぞれ３点（３箇所）、

４点（４箇所）の意味を表します。

(1)	トラクタの３点装置（３Ｐ＝ロワーリンク２Ｐ

＋トップリンク１Ｐ）を使用して装着（直装）

する作業機を対象に、予めトラクタの３Ｐに

作業機装着用のフレームを取付けておき、そ

のフレームに設けられた３Ｐと作業機側の３

Ｐを、トラクタ３点装置を昇降することによっ

て、自動的に脱着する方法を「オートヒッチ」

と言い、予めトラクタ３Ｐに装着するフレーム

のことを「オートヒッチフレーム」と言います。

（「オートヒッチ」との呼び方は、日農工の部会

で申し合わされた呼称です。）

	 この装着状態を３Ｐオートヒッチ（略して「３

Ｐ」と言います。）

(2)	オートヒッチフレームに、作業機のＰＩＣ軸と

駆動伝達が自動的に連結される駆動受部を設

け、３Ｐ脱着と同時に、この１Ｐも同時に脱着

する状態を４Ｐオートヒッチ（略して「４Ｐ」）

と言います。

（
オートヒッチフレームの駆動受部とトラ

クタのＰＴＯ軸とはパワージョイントで

連結されています。 ）

(3)	ＪＩＳ規格により、トラクタ３Ｐの寸法が規定

されており、「０・Ⅰ兼用」タイプと「Ⅰ・Ⅱ兼用」

タイプがあります。オートヒッチにもこの２種

類があり、一般的に「０・Ⅰ兼用」タイプは「Ｓ］、

「Ⅰ・Ⅱ兼用」タイプは「Ｌ」で区分しています。

	 「０・Ⅰ兼用」の３Ｐ・４Ｐは３Ｓ・４Ｓで表し

ています。

	 Ｓタイプのセット区分は次のようになっていま

す。

呼び 製品セット構成に伴う装着内容

標準
オートヒッチフレームを使用せず、トラクタ
３Ｐに作業機の３Ｐを直接装着。

－０Ｓ
オートヒッチフレーム、パワージョイントは
標準では装備無し。他の作業機の３Ｐ・４Ｐ
ヒッチで装着。

－３Ｓ
オートヒッチフレームが標準装備で３Ｐ装
着、ジョイントはＳＳＣ－７０をあとから装
着。

－４Ｓ
オートヒッチフレームとクイックジョイント

（パワージョイント；ＱＷＭ－５０）が標準装
備で４Ｐ装着。
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４.３点フレーム

	 トラクタとジャイロレーキを連結させるもので

す。

５.ウインドローガード

	 収量に応じ作業幅を３段階に調整することがで

きます。

	 また、移動時には上方へはね上げ内側へスライ

ドすることにより、機体幅をせまくすることが

できます。

６.ロータ

	 ロックピンを引き、切換レバーを回すことによ

り、集草、反転、拡散、運搬の各作業状態を切

り替えます。

７.車輪

	 機体の地上高は、作業条件に合わせ、車輪部の

ピンを差し替えて調整します。

２　適応トラクタの範囲

本製品は、適切なトラクタとの装着により的確に性

能を発揮できるように設計されています。

不適切なトラクタとの装着によっては、本製品の耐

久性に著しく影響をおよぼしたり、トラクタの運転

操作に著しい悪影響をおよぼします。

この製品の適応トラクタは次のとおりです。

適応トラクタ

MGR2230 (0S,3S,4S)
11 ～ 26kW

(15 ～ 35PS)

MGR2640	(0S,3S,4S)
13 ～ 29.5kW

(18 ～ 40PS)

本製品の適応トラクタより小さなトラクタで使用する

と、負荷に対し十分なパワーがでない事があります。

逆に、適応馬力よりも大きなトラクタでの使用時に

は、過負荷に対し機体の適正値を超えたパワーが

出てしまい、作業機の破損の原因になることがあり

ます。

３　組立部品

１.	解梱

	 木枠に固定している部品をほどいてください。

２.	組立部品の明細

	 梱包に同梱されている梱包明細に基づき、必要

部品が揃っているか確認してください。

３.	組立要領

	 各部品の組立に必要なボルト・ナット類は、梱

包明細の符号を参照してください。

（１）	ロータプレートにアームサポートを取付けてく

ださい。

※	ＭＧＲ２６４０のタインアームＣＰ；２６Ｓはロー

タプレートに対角になるように取付けてください。

（２）	車輪を取付けてください。

 ●ＭＧＲ２２３０の場合

	 	・ピン付カラーは、切替レバーを各作業位置

	 	 	（集草、反転、拡散）にしたときにピンが後	

	 	方になるように組替えてください。

	 	・車輪高さ調整ピンは、アクスルの穴とブラ

	 	 	ケットの穴に差し込んでください。各穴位	

	 	置の組合せにより車輪高さを調整します。
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 ●ＭＧＲ２６４０の場合

	 	・ロックピンは切替レバーを各位置に切り替	

	 	えたときに車軸（タイヤ）が後方になるよ	

	 	うに取付けます。

	 	・車輪高さ調整ピンは、アクスルの穴とブラ

	 	 	ケットの穴に差し込んでください。各穴位	

	 	置の組合せにより車輪高さを調整します。

取り扱い上の注意

●	キャスター作業時、取付位置Ａの位置にロッ

クピンを固定してください。ストッパを固定

すると機体の転倒およびタイヤに無理がかか

り足回り、フレームの損傷の原因になります。

オートスイング作業時、各作業に合わせて

ロックピンをストッパの穴に入れストッパを

固定してください。違う位置に取付けると、

機体の転倒およびタイヤに無理がかかり、足

回り、フレームの損傷の原因になります。

（３）	下記を参考に部品を取付けてください。

１.灯火ボードＡＳＳＹを本機へ、Ｍ１０ボルト・

ナットで取付けます。

２.ワイヤーハーネスをフレーム側クランプで固定

してください。

	 （固定時の注意）

	 ・	客先納入時に吊り上げベルトをフレーム（パ

イプ部）に巻き付ける為、①のクランプは仮

固定にします。

	 ・	②箇所のワイヤーハーネスは、オートスイン

グ時に巻き込まれない様に上方向に湾曲す

る様に取付けます。（ＭＧＲ２６のみ）

１

１

２

ボルト　Ｍ１０×３０

ワッシャ

トウカボード　ＡＳＳＹ
ナット；Ｍ１０

（塗装が剥げるので、
　ボルト側は締めない。）

ＭＧＲ２６４０

ＭＧＲ２２３０

（４）	ウインドローガードを取付けてください。

	 ＭＧＲ２２３０はフレーム内側の取付穴に、Ｍ

ＧＲ２６４０は外側の穴に取付けます。

（５）	その他の部品は部品表を参考に取付けてください。
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４　トラクタへの装着

 警 告

●	作業機を着脱するためにトラクタを移動させ

るとき、トラクタと作業機の間に人がいると、

挟まれてケガをする事があります。

	トラクタと作業機の間に人を近づけないでく

ださい。

 注 意

●	作業機をトラクタに着脱するとき、傾斜地や

凹凸地または軟弱地などで行うと、トラクタ

が不意に動き出し、思わぬ事故を起こす事が

あります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	装着するトラクタによっては、前輪荷重が軽

くなり、操作が不安定となって、思わぬ事故

をまねく事があります。

	トラクタへフロントウェイトを取り付け、バ

ランスを取ってください。

１. 装着前の準備

（１）	本作業機の装着方法は、標準３点リンク式で

す。作業機の下がり量が不足する場合は、リ

フトロッドの取付穴位置をロワーリンクの前側

の穴に移してください。

	 特殊３点リンク式のロータリーを使用している場

合には、トップリンクの連結部を外し、標準３点

リンク用の長いトップリンクを使用してください。

２. 標準タイプの装着

	 トラクタ３点リンクへジャイロレーキの３点を

連結します。

（１）	トラクタのエンジンを始動して、ロワーリンク

先端部がジャイロレーキの左右のロワーリンク

ピンの位置が合うまで後進して、トラクタをと

めてください。

	 エンジンをとめ、駐車ブレーキをかけてください。

（２）	左のロワーリンクを連結し、抜けどめにトラク

タに付いているリンチピンをロワーリンクピン

に差してください。

	 次に右のロワーリンクも同じ手順で行ってくだ

さい。

（３）	トップリンクを連結し、トラクタに付いている

ピンで固定し抜け止めにリンチピン等を差し

てください。

（４）	左右のロワーリンクが同じ高さになるように、

トラクタ右側のアジャストスクリューで調整し

てください。

	 油圧姿勢制御機構（油圧で作業機の水平を制

御している）が付いているトラクタは、スイッ

チやダイヤルでシリンダの長さを調整してく

ださい。

（５）	ＰＩＣ軸がトラクタ中心におおよそ一致するよ

うに合わせ、ジャイロレーキが左右に振れな

い程度にチェックチェーンを調整してくださ

い。

（６）	スタンドを上げてデルタピンにて固定してくだ

さい。

取扱い上の注意

●	ロワーリンクがスイッチ操作で勢いよく最上

部まで自動上昇する機構を持ったトラクタが

あります。手動で干渉の無いことを確認し、

十分余裕をとって上がり規制を行ってくださ

い。
●	ジャイロレーキは作業時、油圧姿勢制御機構

を必要としません。また、チェックチェーン

を張りすぎた状態で油圧姿勢制御機構が作

動すると３Ｐフレームに無理な力がかかり破

損の原因になります。トラクタの油圧姿勢制

御機構のスイッチを”切”または”手動”に

して作業を行ってください。

（７）	3点リンクを下げ、本機をおろしてください。
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３.オートヒッチの装着

　・０Ｓ、３Ｓ、４Ｓタイプの装着

（１）	本作業機のオートヒッチは日農工標準オート

ヒッチ０・Ⅰ兼用区分Ｂを採用しています。

（２）	ロックピンを引き、切替レバーを回して、運搬

位置にしてください。

（３）	ＭＧＲ２６４０は車軸部のロックピンを運搬位

置にして、車軸（タイヤ）が前方にくるように

してください。

（４）	スタンドは上から２番目の取付穴にセットして

ください。

（５）	図を参考にして、符号１～５をジャイロレーキ

本体に組み付けしてください。

（６）	０Ｓの場合は、お手持ちのオートヒッチフレー			

ムをトラクタに装着し、トップリンクピンおよ

びロワーリンクピンに抜け止めのリンチピンを

差してください。

	 ３Ｓの場合は購入されたオートヒッチフレーム

をトラクタに装着します。

	 ４Ｓの場合はオートヒッチフレームに図の符号

９～１３を組み付けてからトラクタに装着しま

す。

	 カテゴリー０のトラクタは、オートヒッチフ

レームのロワーリンクピンを内向きに、カテ

ゴリーⅠのトラクタは外向きに取付けてくださ

い。

（７）	ジャイロレーキのトラクタ装着をスムーズに行

うため、チェックチェーンは若干ゆるめに張っ

てください。

（８）	ロワーリンクピンの地上高が４０ｃｍ位で、

オートヒッチフレームの姿勢が後傾 5°位にな

るようにトップリンクの長さを調整してくださ

い。

（９）	パワージョイントとの組み付け

	 ３Ｓタイプの場合、または０Ｓタイプでお手

持ちのオートヒッチフレームが３Ｓタイプの場

合、オートヒッチフレームにジャイロレーキを

装着した後、符号１４のパワージョイント（Ｓ

ＳＣ－７０）を組み付けます。組み付けは「1-5	

パワージョイントの装着」を参照してください。

	 ４Ｓタイプの場合、オートヒッチを下限まで下

げ、トラクタＰＴＯ軸に符号８のパワージョイ

ント（ＱＷＭ－５０）のピン付ヨークを、もう

一方はステッカーを上にして、ユニバーサル

部よりジョイントを折り曲げ、軸の細い部分か

らサポートの長穴にセットします。

	 ジョイントカバーが回転しないよう、カバーの

チェーンを回転しない所に連結してください。

（10）	オートヒッチフレーム上部ガイド（フック部）

がトップリンク部をすくい上げることができる

位置までトラクタをジャイロレーキ中心に向け

て、ゆっくりバックさせます。

	 次に油圧を上げて、オートヒッチにジャイロ

レーキを装着させます。

（11）	ジャイロレーキ装着後、オートヒッチのレバー

がロックの位置にあり、フックが掛かっている

ことを確認してください。

	 ４Ｓタイプまたは０Ｓタイプでお手持ちのオー

トヒッチフレームが４Ｓタイプの場合はさらに

パワージョイントが接続されていることを確認

してください。
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（12）	ＰＩＣ軸がトラクタ中心におおよそ一致するよ

う合わせ、ジャイロレーキが左右に振れない

程度にチェックチェーンを調整してください。

（13）	スタンドを上げてデルタピンにて固定してくだ

さい。

取扱い上の注意

●	ロワーリンクがスイッチ操作で勢いよく最上

部まで自動上昇する機構を持ったトラクタが

あります。手動で干渉の無いことを確認し、

十分余裕をとって上がり規制を行ってくださ

い。
●	ジャイロレーキは作業時、油圧姿勢制御機構

を必要としません。また、チェックチェーン

を張りすぎた状態で油圧姿勢制御機構が作

動すると、３Ｐフレームに無理な力がかかり

破損する原因になります。トラクタの油圧姿

勢制御機構のスイッチを”切”または”手動”

にして作業を行ってください。

（14）	３点リンクを下げ、作業機をおろしてください。

５　パワージョイントの装着

 危 険

●	カバーのないパワージョイントを使用する

と、巻き込まれてケガをする事があります。

	 カバーのないパワージョイントは、使用しな

いでください。
●	カバーが損傷したまま使用すると、巻き込ま

れてケガをする事があります。

	 損傷したらすぐに、取り替えてください。

	 使用前には、損傷がないか点検してください。
●	トラクタおよび作業機に着脱するとき、第三

者の不注意により、不意にパワージョイント

が回転し、ケガをする事があります。

	 ＰＴＯを切り、トラクタのエンジンをとめて

から行ってください。
●	カバーのチェーンを取り付けないで使用する

と、カバーが回転し、巻き込まれてケガをす

る事があります。

	トラクタ側と作業機側のチェーンを回転しな

い所に連結してください。

 注 意

●	最伸時の重なりが100mmを下回ると、ジョイ

ントを回転させたとき、破損しケガをする事

があります。

	 最縮時の隙間が 25mm よりも小さくなると、

ジョイントの突き上げが起きることがあり、

ジョイントの破損をまねき、ケガをする事が

あります。

	 適正な重なり量で使用してください。

１. 長さの確認方法

（１）	標準タイプ、３Ｓタイプの場合

① パワージョイント（アウタ）から、パワージョ

イント（インナ）を引き抜いてください。

② ３点リンクを昇降させて、ＰＴＯ軸とＰＩ

Ｃ軸が最も接近する位置で、昇降を停止し

てください。

③ ピン付ヨークのクランプピンを押して、Ｐ

ＴＯ軸と連結し、クランプピンが元の位置

に出るまで押し込んでください。

④ 安全カバー同士を重ね合わせたとき、安全

カバー（アウタ）と安全カバー（インナ）

がオーバーラップする位置に目印を付け、

さらにオーバーラップした長さに25mmを加

えたい位置に印を付け、この印からカバー

端部までの長さを切断方法の手順に従って

切断してください。
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⑤ ３点リンクを昇降させて、ＰＴＯ軸とＰＩＣ

軸が最も離れる位置で、昇降を停止してく

ださい。

⑥ 安全カバーどうしを重ね合わせたとき、パ

イプの重なりが100mm 以下の場合は、販売

店に連絡し、長いパワージョイントと交換

してください。

（２）	４Ｓタイプの場合

① パワージョイント単体で、最縮長時の安全

カバー（アウタ）端部位置で安全カバー（イ

ンナ）にマーキングしてください。

② パワージョイント（アウタ）から、パワージョ

イント（インナ）を引き抜いてください。

③ ３点リンクを昇降させて、ＰＴＯ軸とＰＩ

Ｃ軸が最も接近する位置で、昇降を停止し

てください。

④ ピン付ヨークのクランプピンを押して、Ｐ

ＴＯ軸に連結し、クランプピンが元の位置

に出るまで押し込んでください。エンドヨー

クのピン部をオートヒッチのサポート溝に

入れてください。

⑤ 安全カバーどうしを重ね合わせたとき、安

全カバー（アウタ）端部位置とマーキング

位置の間隔が25mm 以下の場合は、25mm の

間隔を保つように切断方法の手順に基づき

切断してください。

⑥ ３点リンクを昇降させて、ＰＴＯ軸とＰＩＣ

軸が最も離れる位置で、昇降を停止してく

ださい。

⑦ 安全カバーどうしを重ね合わせたとき、パ

イプの重なりが100mm 以下の場合は、販売

店に連絡し、長いパワージョイントと交換

してください。

２.切断方法
（１）	安全カバーのアウタ

とインナ両方を長い

分だけ切り取ります。

（２）	切り取った同じ長さ

をパイプの先端から

計ります。

（３）	パイプのアウタとイン

ナ両方を金ノコまたは

カッターで切断します。

	 切断するときは、パイ

プの中にウエスを詰め、

	 切り粉がパイプ内面に付着するのを防いでくださ

い。

（４）	切り口をヤスリなどでなめらかに仕上げてから

パイプをよく清掃し、次にグリースを塗布して、

アウタとインナを組み合わせます。
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３.	安全カバーの脱着方法

（１）	安全カバーの分解手順

（２）	安全カバーの組立手順

４.	パワージョイントの連結

（１）	標準タイプ、３Ｓタイプの場合

①	作業機への連結

	 マルアナヨークをジャイロレーキＰＩＣ軸

に連結し、ピン；８を差し込んでください。

ピンの抜け止めをマルアナヨーク外周の溝

に確実にはめ込んでください。

②	トラクタへの連結

	 ピン付ヨークのクランプピンを押して、Ｐ

ＴＯ軸に連結し、クランプピンが元の位置

に戻るまで押し込んでください。

	注	意

●	パワージョイントを接続したとき、ＰＴＯ側

のクランプピンが軸の溝に納まっていなかっ

たり、ＰＩＣ軸のピン抜け止めがヨークの外

周の溝に納まっていないと、使用中に外れ、

ケガをすることがあります。

	 ピンおよび抜け止めが溝に納まっているか、

確認してください。。

③	安全カバーのチェーンを固定した所に取り

付け、カバーの回転を防いでください。

	 	 	チェーンは３点リンクの動きに順応できる	

	 	余裕を持たせ、また他への引っかかりなど	

	 	がないように余分なたるみを取ってくださ	

	 	い。

	

（２）	４Ｓタイプの場合

	 ピン付ヨークのクランプピンを押して、ＰＴＯ

軸に連結し、クランプピンがもとの位置に出る

まで押し込んでください。

	 ＰＩＣ軸にはトラクタに装着したオートヒッチ

フレームで作業機を装着すると自動的に連結

されます。

（３）	０Ｓタイプの場合

	 お手持ちのオートヒッチフレームが４Ｓタイプ

の場合には、「②４Ｓタイプの場合」を参照し

てください。

	 ３Ｓタイプの場には、「①３Ｓタイプの場合」

を参照してください。
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２　運転を始める前の点検

機械を調子よく長持ちさせるため、作業前に必ず行

いましょう。

１　運転前の点検

１.	トラクタ各部の点検

	 トラクタの取扱説明書に基づき、点検を行って

ください。

２.	連結部の点検

（１）	３点リンクの連結部点検

①	ロワーリンクピン・トップリンクピンのリ

ンチピン・ベータピンは、確実に挿入され

ているか。

②	チェックチェーンは張られているか。

③	不具合が見つかったときは、「1-4-1	 装着

前の準備」の説明に基づき不具合を解消し

てください。

（２）	パワージョイントの点検

①	ピンツキヨーク側の抜け止めのクランプピ

ンが軸の溝に納まっているか。

	 標準タイプ、３Sタイプの場合、ＰＩＣ側

マルアナヨークの外周の溝にピン；８の抜

け止めが納まっているか。

②	ジョイントカバーのチェーンの取り付けに

余分なたるみがないか。また、適度な余裕

はあるか。

③	ジョイントカバーに損傷はないか。

	 損傷しているときは、速やかに交換してく

ださい。

④	不具合が見つかったときは、「1-5	 パワー

ジョイントの装着」の説明に基づき不具合

を解消してください。

３.	ジャイロレーキ本体の点検

（１）	タイン取付ボルトにゆるみはないか。

（２）	メインフレーム、ロータギヤケース取付ボルト

にゆるみはないか。

（３）	ガードの取付ボルトにゆるみはないか。

（４）	タインアーム取付用リンチピンは取り付けられ

ているか。（MGR2640）

（５）	各部の給油は十分か。

（６）	油脂が不足しているときは、「2-3	 給油箇所一

覧表」の説明に基づき、不具合を解消してく

ださい。

（７）	タイヤの空気圧は十分か。

	 空気圧が不足しているときは、275kPa

	 （2.8kg/cm2）まで空気を入れてください。

２　エンジン始動での点検

	警	告

●	ＰＴＯを切らないでエンジンを始動すると、

急に作業機が駆動され、周囲にいる人がケガ

をする事があります。

	 ＰＴＯを切ってから始動してください。

	 トラクタ油圧を操作し、3点リンクを上昇し、

作業機を持ち上げた状態で、降下がなければ異

常はありません。

	 トラクタ油圧系統などに異常があるときは、ト

ラクタ販売店にご相談ください。

３　給油箇所一覧表

○	給油、塗布するオイルは清浄なものを使用して

ください。

○	グリースを給脂する場合、適量とは古いグリー

スが排出され、新しいグリースが出るまでです。

※	１.ロータギヤケース部は古いグリースが排出

されないので、グリースガンで３～５回程度、

給脂のこと。

１.	ロータギヤケース
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No. 給 脂 箇 所 箇所 潤滑油の種類 交 換 時 期 給油量 備 考

1 ロ ー タ ギ ヤ ケ ー ス 3
※ 1	集中給油
グリース 4種；2号

使用当初 20 ～ 30 時
間、その後シーズン
ごとに交換
始業時点検確認

適量
グリースニップル
および
グリース塗布

2 ア ー ム サ ポ ー ト
MGR2230-4
MGR2640-6

〃 使 用 時 〃 〃

3 カ ム － 〃 〃 〃 グリース塗布

4 シ ャ リ ン 部 1 〃 〃 〃 グリースニップル

5
パ ワ ー ジ ョ イ ン ト の

各 可 動 部 お よ び 摺 動 部
－ 〃 〃 〃

グリースニップル
および
グリース塗布

6
オ ー ト ヒ ッ チ フ レ ー ム

ア ー ム 回 転 中 心
1 オイル注油 〃 〃 〃

7
オ ー ト ヒ ッ チ フ レ ー ム

フ ッ ク ； Ｒ 、 Ｌ
各 1

※ 1	集中給油
グリース 4種；2号

〃 〃 グリースニップル

8 ３ 点 フ レ ー ム 支 点 MGR2640-1 〃 〃 〃 〃

9 タ イ ン ア ー ム MGR2640-2 〃 〃 〃 〃

10
オ ー ト ヒ ッ チ 用

ジ ョ イ ン ト

MGR2640
-0S・4S
1 ヶ所

〃 〃 〃 〃

※１	ＩＤＥＭＩＴＳＵ「ダフニー　エポネックスＳＲ　Ｎｏ.２」または相当品をお使いください。
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３　作業の仕方

１　本製品の使用目的

１.本製品は、ほ場においての牧草、稲ワラ、麦か

んの拡散・反転・集草作業に適しています。

	 他の用途には使用しないでください。

２.雨上がり直後のほ場、ぬかるみのあるほ場、湿

気の高いほ場では、作業を行わないでください。

	 ほ場が良く乾いてから作業をしてください。

２　作業の種類

１. 集草作業

	 拡散された牧草を集めて、後作業のしやすい集

草列を作ります。

２.拡散作業

	 ジャイロレーキ等で作られた集草列を、再び拡

散して、乾燥を促進します。

３.反転作業

	 拡散された牧草を、乾燥状態により一日に数回

反転し、乾燥を促進させます。

３　作業時の調整

１.作業速度とＰＴＯ回転速度の調整

	 作業の種類・牧草の水分・収量に応じ、ＰＴＯの回転速度を変えて作業します。下におよその目安を示し

ますので、状況に応じ調整しながら作業を行ってください。

作 業 時 作業速度 PTO 回転速度 備 考

拡 散
反 転

水分が多い
草丈が長く重い

5～ 6km/hr 500 ～ 540rpm

水分が少ない
収量が少ない

6～ 8km/hr 450 ～ 500rpm
乾燥が進んだら速度を上げ、PTO 回転数を下げてく
ださい。

集 草 4～ 8km/hr 350 ～ 450rpm 集草量が多いときは、速度を下げてください。
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２.	タインアームの取付（ＭＧＲ２６４０のみ）

	 タインアームをフレームより取り外し、ロータ

に差し替え、リンチピンで固定してください。

	突き刺さり注意

	 タインアームの取付、取り外しときはタイン

に顔を近づけないようにしてください。タイ

ンが目に刺さると失明の恐れがあります。

３.	ロッドの切換え（ＭＧＲ２６４０のみ）

	 ロッド部のベータピンを作業に合わせ入れ替え

てください。

取扱い上の注意

●	オートスイング作業時、デルタピンを取付位

置Ｂに取付けてください。違う位置に取付け

ると機体の転倒、およびタイヤに無理がかか

り、足回り、フレームの損傷の原因になりま

す。
●	傾斜地でのオートスイング方式では、傾斜方

向に機体が流されます。また、機体を持ち上

げると機体が振れトラクタのハンドルがとら

れる恐れがあります。傾斜地ではデルタピン

を取付位置Ａに取付けて固定作業で行ってく

ださい。

４.	ウインドローガードの調整

	 ３段階に調整することができます。収量に応じ

て調整してください。

	 拡散作業および反転作業時には上方へはね上げ

てください。

５.	車輪高さの調整

	 ３点リンクで作業機を持ち上げ、ピンを入れ替

えて調整します。

	 なお、車輪高さを替えるとタイン地上高が変わ

りますので、トップリンクネジを調整して、タ

イン先端高さを調整してください。
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取扱い上の注意

●	ＭＧＲ２２３０は、切替レバーを各作業位置

（集草、反転、拡散）にしたときにピン付カラー

のピンが後方になるように組替えてくださ

い。

	 違う位置に取り付けると、機体が転倒しやす

くなり、オートヒッチでの装着ができなくな

ります。
●	ＭＧＲ２６４０は、切替レバーを各作業位置

にしたときに車軸（タイヤ）が後方になるよ

うにロックピンを切り替えてください。　違

う位置に取り付けると、機体の転倒、および

破損の原因になります。

 ●ＭＧＲ２２３０の取付

	 	・ピン付カラーは、切替レバーを各作業位置	

	 	（集草・反転・拡散）にしたときにピンが後	

	 	方になるように組み替えてください。

	 	・車輪高さ調整ピンは、アクスルの穴とブラ	

	 	ケットの穴に差し込んでください。各穴位	

	 	置の組合せにより車輪高さを調整します。

 ●ＭＧＲ２６４０の取付

	 	・ロックピンは、切替レバーを各位置に切り	

	 	替えたときに車軸（タイヤ）が後方になる	

	 	ように取付ます。

	 	・車輪高さ調整ピンは、アクスルの穴とブラ	

	 	ケットの穴に差し込んでください。各穴位	

	 	置の組合せにより車輪高さを調整します。

取扱い上の注意

●	キャスター作業時、取付位置Ａの位置にロッ

クピンを固定してください。ストッパを固定

すると機体の転倒およびタイヤに無理がかか

り足回り、フレームの損傷の原因になります。
●	オートスイング作業時、各作業に合わせて

ロックピンをストッパの穴に入れストッパを

固定してください。

	 違う位置に取付けると、機体の転倒およびタ

イヤに無理がかかり足回り、フレームの損傷

の原因になります。

６. タイン軌跡の調整

	 各作業に合わせて切替レバー⑤を動かし、タイ

ンの軌跡を変えてください。

①　集草作業

②　反転作業

③　拡散作業

④　運搬作業（オートヒッチ装着位置）
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７. 作業状態の調整

	 平坦地での作業、傾斜地での作業、移動状態など作業状態に応じ、オートスイング作業、固定作業、移

動の中から作業状態を選び作業を行ってください。

オートスイング作業 固定作業・移動状態

作業状態

デルタピンの

位置

ロックピンの

位置

用途 平地での作業。

旋回時、メインフレームが右もしくは左に

回動し、ほ場のコーナ作業が滑らかにきれ

いに仕上がります。

移動時および傾斜地での作業。

移動時にオートスイング姿勢では、機体

が左右に振れ、事故を起こすことがあり

ます。傾斜地でのオートスイング姿勢で

は、傾斜方向に機体が流されます。また、

機体を持ち上げると機体が振れトラク

タのハンドルがとられる恐れがありま

す。移動時および傾斜地での作業では必

ず固定作業にしてください。

	 注）デルタピン・ロックピンの操作

	 ①トラクタの３点リンクで機体を持ち上げて、エンジンを停止させます。

	 ②デルタピン・ロックピンを、目的の位置に切替えます。
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４　作 業 要 領

 危 険

●	運転中又は回転中、ロータに接触すると巻き

込まれ、ケガをすることがあります。周囲に

人を近づけないでください。回転させての

ロータの折りたたみは危険です。やめてくだ

さい。

 警 告

●	運転中又は回転中、タインにより石などが飛

散し、ケガをすることがあります。

	 周囲に人を近づけないでください。
●	作業機指定のＰＴＯ回転速度を超えて作業す

ると、機械の破損により、ケガをすることが

あります。

	 指定回転速度を守ってください。
●	傾斜地で速度を出しすぎると、暴走事故をま

ねく事があります。

	 低速で作業してください。

	 下り作業をするとき、坂の途中で変速すると、

暴走する原因となります。坂の前で低速に変

速して、ゆっくりと下りてください。

 注 意

●	ＰＴＯおよびエンジンを止めずにウインド

ローガード・車輪高さおよび切替レバーの調

整を行うと、第三者の不注意により不意に

ロータが回り、ロータに巻き込まれ、ケガを

することがあります。

	 ＰＴＯおよびエンジンを切ってから行ってく

ださい。

１.拡散作業は、乾燥促進のため、刈取後できるだ

け早く行ってください。

２.拡散作業は、できるだけトラクタが刈取列・集

草列をまたいだ状態で行ってください。

３.草量が少ない場合、２～３本のウインドローを

１本にまとめると能率の良い後作業ができます。

能率の良い後作業を行うためにウインドローは

均一で少な目に作ってください。また、後作業

機がほ場内をスムーズに作業できるようなウイ

ンドローの作り方を工夫しましょう。

４.夜間は大気中の湿度が高くなります。乾燥途中

の牧草は夜間に湿気を含み、含水率が高くなる

ことがあります。夜間の湿気から牧草を少しで

も守るため、夕方にはジャイロレーキ等で集草

列を作ってください。急な降雨があっても雨か

らの濡れを最小限にとどめることができます。



- 27 -

〇 ＭＧＲ２２３０
運搬時の位置を確認
デルタピンで固定する

２０ｃｍ以上

機体を地上から
２０ｃｍ以上上げる

ウィンドローガードを上げる

５　運 搬

 注 意

●	作業機への動力を切らないで走行すると、周囲の人を回転物に巻き込み、ケガを負わせる事があります。

	 移動走行するときは、ＰＴＯを切ってください。

１.移動形態

	 公道走行するときは、必ず移動形態にしてください。

〇 ＭＧＲ２６４０
運搬時の位置を確認
デルタピンで固定する

タインアームを２本
格納する

２０ｃｍ以上

機体を地上から
２０ｃｍ以上上げる

ロックされているか確認する

ウィンドローガードを上げる
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２.ウインドローケージを上にはね上げて内側へス

ライドさせ、機体幅をせまくします。

３.ＭＧＲ２６４０はタインアームＣＰ；２６Ｓを

２本外し、フレームを格納し機体幅をせまくし

ます。そのとき、格納したタインアームＣＰ；

２６Ｓ ２本でロータ部のタインアームを挟む

ように格納してください。移動時の振動などで

ロータが回るのを防ぎます。

取扱い上の注意

● タインアームを格納しているときにＰＴＯを

入れると破損の原因になります。

 タインアームを格納しているときはＰＴＯを

入れないでください。

 突き刺さり注意

 タインアームの取付、取り外しときはタイン

に顔を近づけないようにしてください。タイ

ンが目に刺さると失明の恐れがあります。

４.ＭＧＲ２６４０はパイプのデルタピンを取付位

置Ａの移動位置にしてください。

取扱い上の注意

● 移動時は必ずデルタピンを取付位置Ａに取

付けてください。違う位置だと機体が左右に

振れ、対向車や壁などに接触し思わぬ事故を

起こします。

５．３点リンクで作業機を持ち上げてください。

６．トラクタの３点リンクの下降を防止して移動を

開始してください。
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４　作業が終わったら

長持ちさせるために、手入れは必ずしましょう。

 注 意

●	動力を切らずに、回転部、可動部の付着物の

除去作業などを行うと、機械に巻き込まれて

ケガをする事があります。ＰＴＯを切り、エ

ンジンを止め、回転部や可動部が止まってい

ることを確かめて行ってください。

１　作業後の手入れ

１.	機械の上にかかっている牧草等は、ほ場の中で

きれいに取り除いてください。

	 特に、回転部に巻き付いた草は、シール部品、

軸受け部品等を傷つけますので、完全に取り除

いてください。

２.	ボルト、ナット、ピン類の緩み、脱落がないか。

又、破損部品がないか確認してください。

	 異常があれば、ボルトの増締め、部品の交換を

してください。

３.	タインは消耗品です。早めに予備品を準備して

ください。

４.	ＰＴＯ軸、ＰＩＣ軸、ジョイントスプライン部

など、塗装されていない露出部は、錆を防ぐた

めにグリースを塗布してください。

５.	トラクタから作業機をはずすときは、スタンド

をたててから行ってください。

	 又、切替レバーを運搬作業位置にして、車輪を

前方に向けるか、集草作業位置にして、車輪を

後方に向けてください。

２　トラクタからの切り離し

１. 標準タイプの切り離し

①	スタンドを降ろし、スタンドの一番上の取

付穴にデルタピンで固定してください。

② ＭＧＲ２６４０はパイプのデルタピンを取

付位置Ａの移動位置にしてください。

③ トラクタの油圧レバーを操作しスタンドが

地面に接するまでジャイロレーキをさげて

ください。

④ トラクタのエンジンをとめ、駐車ブレーキ

をかけてください、

⑤ ＰＴＯ軸からパワージョイントを外してく

ださい。

⑥ トップリンクピン、右ロワーリンク・左ロ

ワーリンクの順でトラクタから切り離して

ください。

２. ３Ｓタイプの切り離し

①	切替レバーを運搬位置にしてください。

② ＭＧＲ２６４０はパイプのデルタピンを取

付位置Ａの移動位置にしてください。

③ ＭＧＲ２６４０は車軸部のロックピンを運

搬位置にして、車軸（タイヤ）が前方にく

るようにしてください。

④ スタンドを降ろし、スタンドの上から２番

目の取付穴にデルタピンで固定してからト

ラクタの油圧レバーを操作しスタンドが地

面に接地しない程度にジャイロレーキをさ

げてください。

⑤ トラクタＰＴＯ軸からパワージョイントを

外してください。

⑥ オートヒッチフレームのレバーを解除の位

置にしてください。

⑦ トラクタの油圧レバーを操作しスタンドが

地面に接するまでジャイロレーキを静かに

さげ、オートヒッチフレーム下部のフック

部がロワーリンクピンから外れていくのを

確認しながらトラクタをゆっくり前進させ

てください。

⑧ トラクタの油圧レバーを操作し、オートヒッ

チフレームを下までさげて、トラクタのエン

ジンをとめ駐車ブレーキをかけてください。

⑨ オートヒッチフレームからトップリンクを

外し、オートヒッチフレームの上部が接地

するまで後方に倒してください。

⑩ 右側のロワーリンクを外した後、左側のロ

ワーリンクを外してください。
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３. ４Ｓタイプの切り離し

①	切替レバーを運搬位置にしてください。

② ＭＧＲ２６４０はパイプのデルタピンを取

付位置Ａの移動位置にしてください。

③ ＭＧＲ２６４０は車軸部のロックピンを運

搬位置にして、車軸（タイヤ）が前方にく

るようにしてください。

④ スタンドを降ろし、スタンドの上から２番

目の取付穴にデルタピンで固定してくださ

い。

⑤ オートヒッチフレームのレバーを解除の位

置にしてください。

⑥ トラクタの油圧レバーを操作しスタンドが

地面に接するまでジャイロレーキを静かに

さげ、オートヒッチフレーム下部のフック

部がロワーリンクピンから外れていくのを

確認しながらトラクタをゆっくり前進させ

てください。

⑦ トラクタの油圧レバーを操作し、オートヒッ

チフレームを下までさげて、トラクタのエ

ンジンをとめ駐車ブレーキをかけてくださ

い。

⑧ トラクタＰＴＯ軸からパワージョイントを

外してください。

⑨ オートヒッチフレームからトップリンクを

外し、オートヒッチフレームの上部が接地

するまで後方に倒してください。

⑩ 右側のロワーリンクを外した後、左側のロ

ワーリンクを外してください。

３　長期格納するとき

１.	機械各部の清掃をしてください。

２.	摩耗した部品、破損した部品は、交換してくだ

さい。

３.	給油箇所一覧表に基づき、油脂を補給してくだ

さい。

	 また、回転、回転支点およびパワージョイント

のクランプピンを含む摺動部には注油し、ＰＴ

Ｏ軸、ＰＩＣ軸、パワージョイントのスプライン

部にはグリースを塗布してください。

４.	塗装損傷部を補修塗装、または、油を塗布し、

錆の発生を防いでください。

５.	格納は風通しの良い屋内に保管してください。

６.	やむをえず屋外に保管するときは、シートをか

けてください。
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５　点検と整備について

調子よく作業するために、定期的に行いましょう。

機械の整備不良による事故などを未然に防ぐため

に、「点検整備一覧表」に従い、各部の点検整備を

行い、機械を最良の状態で、安心して作業が行え

るようにしてください。

 注 意

●	３点リンクで作業機を持ち上げて点検・調整

を行うとき、第三者の不注意により、不意に

降下し、ケガをすることがあります。

	トラクタ３点リンクの油圧回路をロックして

行ってください。
●	傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと、

トラクタや作業機が不意に動き出して、思わ

ぬ事故を起こす事があります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	ＰＴＯおよびエンジンを止めずに作業する

と、第三者の不注意により、不意に作業機が

駆動され、思わぬ事故を起こす事があります。

ＰＴＯを切り、エンジンを止め、回転部や可

動部が止まっている事をたしかめて行ってく

ださい。

タインは消耗部品となっています。摩耗、又は折損

したときは交換してください。

部品番号 部品名称

0724040006 タイン

タイン取付け用に下記の部品が必要になります。

タイン１個につき各１個ずつ使用します。

部品番号 部品名称

065484100M

072422000M

BZ12085

065482200M

WSA12

NNF12

タインザガネ；Ｕ

タインザガネ

ボルト　８．８　Ｍ１２×８５

ワッシャ；１２

バネザガネ　３ゴウ　Ｍ１２

フランジナイロンナット　Ｍ１２

１　点検整備一覧表

時 間 点 検 項 目 処 置

新品使用 1時間 全ボルトナットのゆるみ 増し締め

作 業 前

作 業 後

機械の清掃

タインの摩耗・折損

タイヤ空気圧

ボルト・ナット・ピン類のゆるみ、脱落

駆動系の異常音、異常振動

パワージョイント、カバー、チェーン破損

回転部、可動部の給油、注油、給脂

リヤランプ・バックランプ

交換

275kPa（2.8kg/ ㎠）

増し締め、部品補給

「6	不調時の対応」に従って処置

交換

動作確認

シーズン終了後

破損部

タインなどの消耗品

各部の清掃

塗装損傷部

回動支点、ピン等の摩耗

リヤランプ・バックランプ

補修

早めの部品交換

塗装または油塗布

部品交換

動作確認
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６　不調時の対応

万一機械の調子が悪い場合は、不調処置一覧表に基づき処置をしてください。

 注 意

●	３点リンクで作業機を持ち上げて点検・調整を行うとき、第三者の不注意により、作業機が不意に降下

し、ケガをする事があります。

	トラクタ３点リンクの油圧回路をロックして行ってください。
●	傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと、トラクタや作業機が不意に動き出して、思わぬ事故を起こ

す事があります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	ＰＴＯおよびエンジンを止めずに作業すると、第三者の不注意により、不意に作業機が駆動され、思わ

ぬ事故を起こす事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンを止め、回転部や可動部が止まっている事を確かめて行ってください。

１　不調処置一覧表

症 状 原 因 処 置

ロ

ー

タ

部

・異音の発生

・ロータギヤケース内のグリース不足

・タイン取付ボルトのゆるみ

・タインの折損

・グリース補充

・増し締め

・タイン交換

・牧草を拾い残す

・作業姿勢が適正でない

・車速が早い

・タインの折損

・「3-3	作業時の調整」に基づき調整する

・車速を下げる

・タイン交換

・ウインドローが

みだれる

・車速が速い

・ロータ回転数が速い

・ウインドローガードの幅が狭い

・タインの折損

・車速を下げる

・ＰＴＯ回転数を下げる

・ウインドローガードの幅を広くする

・タイン交換

・牧草が巻き付く
・車輪高さが低すぎる

・車速が速い

・「3-3-5	車輪高さの調整」に基づき調整する

・車速を下げる

ジ
ョ
イ
ン
ト

・異音の発生

・グリース切れ

・角度のつき過ぎ

・パイプ（オス・メス）摺動部・スパイダ・

安全カバー取付部に給脂

・３点リンク持ち上げ高さを規制する

電

装

・	リアランプ・バッ

クランプが動作し

ない、もしくはト

ラクタ側の動作と

連動しない。

・コードの接続不良または断線

・ランプの破損。

・バッテリ劣化による電圧の低下

・本機およびトラクタの配線間違い

・補修または部品交換

・バッテリ電圧（１２Ⅴ）の確認、充電、交換

・配線の確認

原因や処置のしかたがわからない場合は下記事項とともに購入先にご相談ください。

　１．製品名

　２．部品供給型式（型式）

　３．製造番号

　４．故障内容（できるだけ詳しく）
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２　配線図

(ターン) (アース)

(ストップ)(テール)

４；青

１；黒 ２；赤

３；白

160134
リアランプ；カク

３；白

２；赤１；黒

４；青

(テール) (ストップ)

(アース)(ターン)

160134
リアランプ；カク

160135

(アース)

２；白

(バック)

１；赤

バックランプ；カク

EG527810160
ワイヤーハーネス

VCTF-0.5-4C

VCTF-0.5-2C

VC
TF

_0
.7

5-
6C

VCTF_0.5-4C

Tractor Side
　作業機連結CN

LEAR_LAMP：R
　リアランプ：R

BACK_LAMP
　バックランプ

LEAR_LAMP：L
　リアランプ：L

G
03B
W

02B
R

01A

B
04B

G
06B

B
04C

W
02C

R
01C

W
05A

B
04A

W
06A

Br
05B

Y
02A

B
04D

G
03A

R
01B

※日農工標準配線

線色割当て

０１Ｂ；Ｒ／ブレーキ

０２Ａ；Ｙ／テール

０３Ａ；Ｇ／ウィンカー（左）

０４Ｄ；Ｂ／アース

０５Ｂ；Ｂｒ／バック

０６Ａ；Ｗ／ウィンカー（右）

右



調　整 Ｓ－２３０３２４Ｆ

千 歳 本 社 066-8555 千 歳 市 上 長 都 １ ０ ６ １ 番 地 ２
 TEL 0123-26-1123
 FAX 0123-26-2412

千 歳 営 業 所 066-8555 千 歳 市 上 長 都 １ ０ ６ １ 番 地 ２
 TEL 0123-22-5131
 FAX 0123-26-2035

豊 富 営 業 所 098-4100 天塩郡豊富町字上サロベツ１１９１番地４４
 TEL 0162-82-1932
 FAX 0162-82-1696

帯 広 営 業 所 080-2462 帯 広 市 西 ２ ２ 条 北 １ 丁 目 １ ２ 番 地 ４
 TEL 0155-37-3080
 FAX 0155-37-5187

中標津営業所 086-1152 標 津 郡 中 標 津 町 北 町 ２ 丁 目 １ ６ 番 ２
 TEL 0153-72-2624
 FAX 0153-73-2540

花 巻 営 業 所 028-3172 岩手県花巻市石鳥谷町北寺林第１１地割１２０番３
 TEL 0198-46-1311
 FAX 0198-45-5999

仙 台 営 業 所 984-0032 宮城県仙台市若林区荒井５丁目２１－１
 TEL 022-353-6039
 FAX 022-353-6040

小 山 営 業 所 323-0158 栃 木 県 小 山 市 梁 ２ ５ １ ２ － １
 TEL 0285-49-1500
 FAX 0285-49-1560

東 海 営 業 所 485-0081 愛 知 県 小 牧 市 横 内 字 立 野 ６ ７ ８ － １
 TEL 0568-75-3561
 FAX 0568-75-3563

岡 山 営 業 所 700-0973 岡山県岡山市北区下中野７０４－１０３
 TEL 086-243-1147
 FAX 086-243-1269

熊 本 営 業 所 861-8030 熊 本 県 熊 本 市 東 区 小 山 町 １ ６ ３ ９ － １
 TEL 096-389-6650
 FAX 096-389-6710

都 城 営 業 所 885-1202 宮崎県都城市高城町穂満坊１００３－２
 TEL 0986-53-2222
 FAX 0986-53-2233




